
 

 
〔団体の概要〕（ＮＧＯ/ＮＰＯ用） 
 

団 体 名 

(ケニーズファクトリー) 
Kenny's Factory 

 

所在地 

〒124-0014 
 東京都葛飾区東四ツ木 2-18-4 

TEL:03-3692-9585           FAX:なし         
Ｅ-mail: 22kenny@mail.wics.ne.jp 

ホームページ 
http://web-p.wics.ne.jp/kenny/ 

設立年月 平成 9 年 8 月 設立 

代表者 山口 康裕 担当者 小川 博久 

スタッフ     20 名  
事務所    あり・なし 

組 織 会員制度 
（あり・なし） 

正会員     名（内訳：個人  名 ／ 団体･法人  名） 
賛助会員    名（内訳：個人  名 ／ 団体･法人  名）      

その他会員   名                

設立の経緯 

我が国を改めて見てみると、いたるところ（海、山、河川、街路等）にゴミが落ちていること
に気付く。 

もはや、あらゆる世代が日常的にゴミのポイ捨て行為をしている。かたや人しれず、環境美化
や自然保護を願いゴミ拾いする人がいる。この両者の差を埋めるにはどうすればよいのかと考

え、一歩前進した活動を行うため会を設けた。 
 

団体の目的 

よりよい社会環境、自然環境を次世代に受け継ぐという思いから、まず

は自分の足元から、ゴミのポイ捨てゼロにすることを目指している。 

団体の活動 
プロフィール 

最近の活動報告を下記に列記。 

 
2002 年  2 月  舞浜クリーンアップ  

 11 月  デザイン・フェスタ  

  8 月  三浦半島ビーチクリーン  
  7 月  デザイン・フェスタ・ギャラリー  

  6 月  鹿島ビーチクリーン ＆ ファイバーリサイクル  
  5 月  フリーマーケットに出店 in 有明  

  4 月  水元公園お花見 ＆ ゴミゼロＰＲ  

  3 月  星観るネイチャーツアー in 伊豆高原  
  2 月  『星観るツアー』 ワークブック作成  

2001 年  1 月  水海道マラソン大会 (…大雪のため中止)  
 12 月  マラソン大会用 Kenny's”ロゴ入り T シャツ作成  

 11 月  星観るネイチャーツアー in 河口湖  

2000 年 10 月  葉山一色海岸 ビーチクリーン(海岸清掃) 

財 政 活動事業費 
（平成 13 年度） 

                    円 

 

 



 

団体･企業名 
(ケニーズファクトリー) 

Kenny's Factory  
担当者名 

小川 博久 
 

〔政策提言の内容〕     ＊政策分野･手段の番号は参考資料をもとにお書きください。 

政策のテーマ 
 

環境保全活動団体・個人の情報公開促進案 

政策の分野 
番 

号 

 

⑨ 

 

環境パートナーシップ 

政策の手段 
番 

号 

④ 

⑤ 

予算・資金措置 

施設等整備 

① 政策の目的 
a) 環境保全活動を行う団体及び個人の援助を行うサポート施設の整備． 

b) 環境保全活動を行う団体及び個人の情報開示，提供，相互活動を促進するための助成金を導入． 

   
※(a)案は⑤施設等整備に属し、(b)案は④予算・資金措置に属します。以下、それぞれの項目について、(a)及び、(b)

を記して分類します。 

② 提言を行うこととなった背景および現状の問題点 
私達は、特定の海岸や河川に限定せず、不特定地域で環境保全活動を行っています。私達の活動参加者は会社勤務

者が多く、活動内容としては主にゴミ拾い活動を行っています。活動参加者の大半が会社勤務者である為、平日に行

わなければいけない活動、特に各地方自治体指定のゴミ回収袋を指定場所（役場や役所など）に引取りに行く事が出
来ず困る場合が多々あります。(a) 

  また、不特定地域で活動を行っている為、活動を行う場所によっては、既にゴミ拾い活動を行っている他団体や個
人の方へ参加協力を申出たいのですが、情報入手が出来ず、独自に活動することが多い状態です。(b) 

情報開示の問題については、特定の海岸や、干潟、河川などでは、同一場所でゴミ拾い活動が行われるため、情報が

入手可能な場合もあり得ます。しかし、環境保全的観点では、特定海岸のゴミを拾うだけでは問題解決にはならず、
海岸に流れ込む河川や、隣接する海岸、海岸に面した防風林など広範囲な環境保全活動の重要性を感じています。こ

の広範囲な環境保全活動を考える為、活動を行う団体や個人の情報公開を促し、パートナーシップを保ちつつ有効な
環境保全活動を行う枠組みを提言したいと考えました。 

③政策の概要 
(a)まず、土日・祝祭日にゴミ拾い活動を行なう団体や個人へのサポート施設として、活動場所近辺に各地方自治体

指定のゴミ回収袋を引取れる場所を設置します。 
この施設を整備し、掲示版などに活動内容や報告を掲示することで、特定地域で活動を行う団体や個人の情報収集や

交換を行うことが期待できますが、さらに発展させ、情報公開／収集を促す枠組みを提示します。 

(b)各海岸や河川に限定した活動を相互に活性化させ、地域密着型の活動団体や個人の情報開示を促す目的で、特定
環境保全活動向けの助成金を導入します。この助成金は、特定の商店などで活動に必要な物資を供給するために利用

される資金ですが、自団体や個人では使用出来ない資金とします。この助成金の使用は、情報公開を促し、相互の活
動を理解し、協調することに主たる目的である為、”他団体に投資する”という方法で情報公開・収集を促します。 

つまり、労働（活動）対労働（活動）ではなく、労働（活動）に対する助成金を他に投資する事で、投資対象となる

活動情報や活動意図などを公開・収集を促します。 
この特定環境保全活動向けの助成金は、各地方自治体や団体が提供する資金です。特定の環境保全活動をバックアッ

プする意味で提供される資金は、各提供主が有効だと思われる環境保全活動を指定する事が出来ます。つまり、特定
海岸だけに限った活動や、特定県内の海岸全般、特定海岸と防風林など、提供主が指定した環境保全活動に対する対

価として提供されます。 

 各地方自治体は、既にある環境保全予算。団体は、既にある特定地域の環境保全活動に対する助成金。といった具合
に、既に提供検討を行っている予算内で、完結できる構造を提供します。 

政策の概要は、上記で説明した内容の整備や枠組みを行う事です。 
・活動場所近辺のサポート施設の設備。(a) 

・活動団体や個人の情報掲示の設備。(a) 

・助成金提供主が指定する特定環境保全活動項目を選定、及び枠組み。(b) 
・助成金提供の促進。(b) 

 



 

④ 政策の実施方法と全体の仕組み（必要に応じてフローチャートをつけてください） 

・活動場所近辺に各地方自治体指定のゴミ回収袋を引取れるサポート施設を設置。(a) 
   （活動場所近辺の商店がサポート施設となれば、必要物資の購入も出来る為、活動団体、商店の両者にとってメ

リットになると思います。また、地域貨幣制度のように、助成金行使を、この施設に限定する事も可能。） 
・環境保全活動団体の活動概要と、活動報告などをの情報を開示する場を設置。(a) 

   （Web などの情報掲載の場合は、特定 URL など） 

・各環境保全活動団体の登録窓口の設置。(b) 
・助成金提供企業の申入れ窓口の設置。(b) 

 
実施概要は、下記のフローのようになります。各活動団体及び、個人は、活動を報告することで、助成金を得るコ

トができますが、この助成金は、自団体や個人では施行することは出来ず、他の団体に投資（提供）するかたちを

とります。 

 
この助成金を他団体に投資することで、投資対象となる活動情報や活動意図などを公開／収集する事が必要となり、

各団体の情報公開／収集を促進する効果がでます。この助成金の枠は、各提供主が独自に決定した特定環境保全活動

に提供する事が出来、提供された資金は活動に必要な軍手などの物資購入に利用する事で、特定地域に限定した投資
効果が得らます。 

小額の助成金でも物資購入が出来る為、参加促進効果も得られると思われます。また、活動報告については、レジン
ペレットのように小さく、拾う手間が掛かる割には量がない。というゴミもあるので、数量や時間で換算せず、活動

を行った回数で換算する事が望ましいと思います。 

⑤ 政策の実施主体 （提携･協力主体があればお書きください） 

現状、特に無し。 

⑥ 政策の実施により期待される効果 

会社勤務者などの環境保全活動の妨げとなる、平日のゴミ回収袋引取りを行う事での活動促進。 

  特定海岸や、干潟、河川等という限定された環境保全活動ではなく、海岸と海岸に流れ込む河川や、海

岸と隣接海岸、海岸と海岸に面した防風林など広範囲な環境保全活動を促進。 
上記の情報開示及び、情報交換によって、各団体の NPO 化への促進。 
 

⑦ パンフレット等添付資料名 

特に無し。 

 

 


